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識
別
作
用
の
非
相
樗
性
に
押
す
る
實
験
的
研
究
（
承
前
）

千
　
葉
　
胤
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
識
別
作
用
の
憎
相
龍
駕
－

　
前
既
に
述
べ
た
る
如
く
吾
人
の
意
識
現
象
に
は
種
々
の
範
園
に
於
い
て
能
相
稻
の
關
係
存
す

る
を
見
る
こ
と
が
畠
來
る
。
吾
人
は
鼓
に
は
勿
論
あ
ら
ゆ
る
範
團
に
亙
ウ
て
如
上
の
關
係
を
研

究
せ
ん
と
す
る
竜
の
に
あ
ら
ず
割
合
に
簡
軍
な
る
識
別
作
用
に
於
て
亦
非
相
孫
の
關
係
の
存
す

る
や
否
や
若
し
存
す
と
せ
ば
其
理
由
如
何
着
れ
吾
人
の
探
究
せ
ん
と
す
る
問
題
で
あ
る
。
．
而
し

て
特
に
精
密
な
・
る
測
定
を
試
み
得
る
は
識
刎
殊
に
歴
畳
・
聴
畳
及
競
畳
の
範
園
に
於
け
る
威
畳
の

．
識
別
に
あ
ウ
其
他
の
範
園
に
あ
参
て
は
未
だ
し
か
く
確
實
な
る
結
果
を
得
る
≧
と
が
出
來
ぬ
献

態
に
あ
る
。
然
る
に
此
三
威
霊
の
範
園
に
あ
う
て
も
黒
総
所
謂
非
相
姦
性
に
就
て
の
研
究
は
殆

ん
ど
罪
な
く
唯
だ
塵
畳
の
範
園
に
於
て
他
の
目
的
を
以
て
研
究
せ
る
結
果
申
此
關
係
を
看
取
し

得
る
も
の
あ
ウ
加
之
是
等
研
究
中
に
は
多
少
の
説
明
を
試
み
た
る
竜
の
も
あ
る
が
未
だ
徹
底
せ



　
る
必
携
あ
る
を
見
澱
．
以
下
読
掛
畳
の
歳
霜
に
就
き
從
來
の
研
究
の
結
果
を
蓮
凝
し
後
吾
人
の

　
馳
研
究
の
結
果
を
附
記
し
よ
う
と
思
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
．

　
「
實
験
の
装
置
及
方
法
に
済
し
て
は
精
細
な
る
叙
蓮
を
許
さ
ず
讃
者
が
多
少
心
理
學
的
弓
験
の

　
知
識
を
有
す
る
も
の
と
假
請
し
て
叙
述
ぜ
ざ
る
を
得
ぬ
讃
者
の
諒
察
を
望
む
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
り
置
畳
の
範
園
に
於
け
る
識
別
作
用
の
非
相
稽
性

　
　
識
別
作
用
に
關
す
る
實
験
が
聴
畳
及
薄
畳
の
範
園
に
於
て
好
適
な
る
こ
と
前
述
の
如
く
で
あ

　
る
。
然
る
に
殊
に
精
密
且
つ
容
易
に
實
験
を
施
行
し
得
る
は
實
に
趣
豊
の
芸
園
に
あ
る
。
蓋
し

　
歴
畳
に
あ
ウ
て
は
其
適
當
な
る
範
園
に
於
て
は
威
畳
の
鹿
留
短
時
間
な
る
≧
と
及
威
官
の
疲
勢

　
の
大
な
ら
ざ
る
織
に
於
て
聴
壁
に
劣
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
膣
の
獲
化
は
重
量
の
等
化
に
よ
う
殆

　
ん
ど
一
義
的
に
之
を
規
定
し
得
る
を
以
て
容
易
に
精
密
な
る
測
定
を
施
し
得
る
こ
と
殆
ん
ど
他

　
の
威
畳
の
芸
園
に
其
比
を
見
害
る
所
で
あ
る
。
さ
れ
ば
識
下
愚
に
議
す
る
研
究
の
先
づ
試
み
ら

　
れ
㍗
の
は
歴
畳
の
範
園
で
あ
っ
て
所
謂
ウ
ェ
3
ベ
ア
の
法
則
も
竜
と
歴
畳
の
識
別
閾
に
下
す
る
研

　
究
に
其
根
擦
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
西
面
の
範
團
は
以
土
の
如
く
強
盗
に
好
適
な
る
條
件
を
具
備
す
る
を
以
て
所
謂
二
相
稽
性
の

脚
詠
出
を
示
す
如
き
材
料
竜
夙
に
証
言
園
に
於
け
る
研
究
に
之
を
見
出
す
乙
と
が
出
面
る
。
先
づ

　
　
　
　
　
識
珊
作
用
の
非
畑
胴
穣
性
κ
關
す
る
實
験
四
二
研
究
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
五



　
　
　
　
、
暫
學
研
鑑
第
二
＋
八
三
　
　
・
－
　
　
　
．
　
　
　
空
ハ

曲
鼓
に
墨
げ
な
け
れ
ば
な
ら
強
の
は
ホ
貰
ア
及
元
良
の
研
究
で
あ
る
。
こ
は
座
畳
が
漸
次
的
に
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
化
す
る
際
に
之
に
野
す
る
域
受
性
の
鋭
鈍
に
つ
き
研
究
し
た
の
で
あ
る
が
其
方
法
は
精
密
を
映

、
い
て
居
る
け
れ
ど
も
吾
入
の
所
謂
識
別
の
面
相
禧
性
て
ふ
現
象
に
始
め
て
注
意
し
且
多
少
之
に

　
発
明
を
試
み
て
居
る
。
　
シ
イ
「
シ
ョ
霧
ア
は
歴
蝿
の
差
異
の
知
畳
に
及
ぼ
す
灘
｛
化
の
速
度
の
影
響

　
π
就
き
研
究
を
な
し
其
中
に
多
く
の
揚
合
増
加
に
封
ず
る
識
閾
と
減
少
に
鍔
す
る
識
閾
と
の
間

，
に
密
接
な
る
關
係
の
存
す
る
乙
と
を
指
摘
し
て
居
る
が
何
等
實
験
的
根
魚
を
有
す
る
も
の
で
な

　
い
。
精
密
な
る
装
置
に
よ
ウ
始
め
て
吾
人
の
問
題
に
有
力
な
る
材
料
を
提
供
し
た
の
は
ス
ト
ラ

　
　
（
二
）

　
ヴ
ト
シ
で
あ
る
。
彼
は
最
合
周
到
な
る
注
意
に
よ
り
新
し
き
装
置
を
案
出
し
歴
畳
の
鍵
化
の
際

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
其
種
々
な
る
蓮
度
に
於
け
る
知
畳
性
に
つ
き
研
究
を
試
み
債
値
あ
る
結
果
を
得
て
居
る
。
勿
論

　
ス
ト
ラ
・
r
ン
の
研
究
も
其
目
的
は
吾
人
の
問
題
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
が
其
結
果
は
明
か
に

　
所
謂
識
別
の
非
相
稽
性
を
示
す
の
み
な
ら
ず
評
せ
此
現
象
に
廉
し
梢
、
細
か
翻
る
幽
明
を
試
み
て

　
居
る
。
次
に
ス
ナ
π
ン
は
獲
化
の
知
畳
の
心
理
と
題
す
る
書
を
著
し
種
々
の
方
面
に
亙
う
攣
化

　
の
知
歯
に
面
す
る
叙
述
を
な
し
油
酸
に
卸
す
る
從
來
の
實
験
の
転
置
並
に
結
果
を
綱
羅
し
て
居

　
る
。
彼
は
其
最
後
の
節
に
於
て
憂
化
の
方
向
の
知
畳
と
題
し
多
少
吾
人
め
問
題
に
つ
き
読
明
を

　
9
（
四
）

　
」
て
居
る
。
吾
人
の
問
題
に
關
し
最
も
有
力
な
る
材
料
を
提
供
し
て
居
る
の
抵
慧
ブ
レ
メ
キ
曜
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の
研
究
で
あ
る
。
彼
は
郎
ヴ
ン
ト
、
ウ
ヰ
ル
ト
の
指
導
の
下
に
繭
述
の
ス
ト
ラ
ッ
る
ン
の
装
置
に

注
意
深
い
改
良
を
施
し
一
の
器
械
を
製
作
し
瞬
聞
的
攣
化
の
際
の
，
知
畳
性
盆
就
き
研
究
を
試
み

た
る
が
．
其
方
法
は
精
細
綿
密
を
極
め
て
居
る
。
而
し
て
其
絡
う
の
部
分
に
於
て
塵
の
増
加
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

に
甥
す
る
識
別
性
に
關
し
稽
々
透
徹
せ
る
幽
明
を
な
し
て
居
る
。
絡
う
に
最
近
ウ
ヰ
リ
ス
及
ア

『
バ
ン
ば
精
瀞
測
定
に
試
す
る
問
題
を
論
ず
る
た
め
に
塵
畳
の
範
園
に
於
て
其
憂
化
に
封
ず
る

識
別
性
の
鏡
鈍
に
つ
き
實
験
を
試
み
、
叉
ブ
ラ
ウ
ン
も
重
量
の
差
異
に
封
ず
る
二
三
に
つ
き
實
駿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

を
し
て
居
る
。
　
其
結
果
は
多
少
滲
考
に
な
る
謝
あ
る
も
去
れ
竜
固
よ
づ
吾
人
の
問
題
に
封
し
論

　
　
　
　
（
七
）

及
し
て
居
ら
澱
。

　
　
　
　
　
（
八
）

　
雨
述
の
如
く
吾
入
は
忌
寸
作
用
の
虚
無
磁
性
に
つ
き
研
究
せ
ん
と
志
し
先
づ
歴
畳
の
範
園
に

於
て
實
験
を
開
始
し
だ
。
然
る
に
購
入
は
兼
て
所
謂
二
言
物
理
學
の
範
團
に
於
て
男
爵
的
測
定

を
適
用
せ
し
．
あ
た
な
ら
ば
極
め
て
興
言
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
と
思
う
て
二
つ
だ
。
鼓
に
干
て
當

暦
法
に
時
間
的
測
定
を
二
尊
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
元
家
ウ
エ
置
ベ
ル
、
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
以
來
識

劉
の
實
験
に
使
用
せ
ら
れ
だ
る
方
法
は
差
異
可
知
法
で
あ
っ
て
雨
刺
戟
の
差
を
ば
吾
人
に
可
知

に
な
る
や
う
に
作
る
に
あ
っ
だ
。
此
方
法
は
後
ミ
ュ
ラ
f
歩
ン
ト
・
ジ
ャ
ス
ト
口
囲
等
に
よ
ウ
て
改

良
せ
ら
れ
た
が
フ
ラ
「
ト
ン
・
カ
ヅ
テ
ル
の
評
せ
る
知
く
其
事
化
は
縫
績
的
に
し
て
何
れ
の
織
を

　
　
　
．
議
蛸
作
用
の
露
網
霧
牲
に
翻
す
る
實
瞼
酌
蘇
窺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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灘
化
の
鮎
漁
す
べ
き
か
は
時
と
人
と
に
よ
蚤
異
な
ら
ざ
る
を
得
滋
。
叉
申
断
法
は
充
分
大
な
る

差
異
を
有
す
る
秘
画
の
問
に
申
問
の
竜
の
を
入
る
㌧
に
あ
る
。
こ
は
聯
想
讐
の
影
響
を
さ
け
得

る
と
云
ふ
竜
の
毛
あ
る
が
由
緒
の
差
異
よ
う
は
寧
ろ
客
親
臨
差
異
と
の
聯
想
に
よ
か
影
響
さ
澄

る
こ
・
と
少
く
な
い
。
更
に
當
否
法
に
至
り
て
は
精
算
物
理
學
的
方
法
と
し
て
は
最
良
の
竜
の
と

編
…
せ
ら
れ
て
居
る
が
省
且
種
々
の
難
繍
あ
る
を
翻
れ
諏
。
　
即
等
し
て
ふ
暴
走
は
之
を
如
何
に
取

扱
ふ
べ
き
で
あ
る
か
が
問
題
に
詣
る
。
此
の
如
く
何
れ
の
方
法
竜
歓
織
存
す
れ
ど
毛
理
論
上
種

種
の
問
題
の
存
す
る
に
拘
は
ら
ず
舷
に
寝
息
法
を
と
ム
’
し
所
以
は
之
を
蒔
問
的
測
定
と
結
付
け

ん
と
せ
る
が
沁
め
で
あ
る
。
叉
意
識
現
象
の
審
問
的
測
定
に
つ
き
多
く
の
擁
究
を
な
せ
る
は
カ

ッ
テ
ル
で
あ
る
。
彼
は
簡
輩
反
鷹
・
認
識
意
志
・
聯
想
・
識
劉
等
の
醜
聞
に
つ
き
種
々
の
研
究
を
な
せ

る
が
殊
に
光
に
っ
き
識
刎
時
間
を
測
定
し
其
に
よ
り
て
色
盲
を
槍
出
す
る
》
噛
と
を
試
み
て
居
る
。

ミ
ュ
ン
ス
タ
蜜
べ
〃
ヒ
は
此
方
法
を
ば
線
の
長
さ
の
測
定
に
適
用
し
て
居
る
が
連
鎭
法
に
ょ
う

極
あ
て
粗
雑
な
る
竜
の
に
過
ぎ
澱
。
　
マ
ル
チ
ン
及
ミ
ュ
　
ラ
蒼
は
重
さ
を
勃
聾
す
る
時
間
を
ば
メ
．

ト
貿
ノ
置
ム
に
て
實
験
せ
る
が
悪
意
極
あ
て
粗
賂
な
る
竜
の
で
あ
る
。
　
ホ
ィ
　
ッ
プ
ア
は
音
に
つ

き
エ
ン
ゼ
ル
は
光
に
就
き
識
別
の
時
間
を
研
∵
尽
せ
る
が
翻
れ
も
糟
…
‘
密
を
歓
い
て
居
る
。
此
の
如

く
識
別
時
問
の
測
定
に
關
す
る
從
來
の
丈
献
は
甚
だ
多
か
ら
ず
而
か
竜
僅
か
に
存
す
る
も
の
奄
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探
蚤
て
以
て
墾
考
に
資
す
べ
き
竜
の
あ
る
を
溶
血
。
併
し
意
識
現
象
殊
に
識
尉
の
作
用
を
研
究

す
る
に
疇
間
に
關
面
せ
し
む
る
こ
と
は
極
あ
て
興
亡
あ
る
こ
と
で
あ
ゑ
ヘ
ン
モ
ン
の
云
へ
る
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
域
畳
差
異
の
測
定
に
封
し
頗
る
債
値
あ
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
玉
入
は
今
回
畳
の
範
園
に
於
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
識
別
作
用
の
非
相
稻
性
に
蒸
し
實
験
的
研
究
を
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
る
に
當
ウ
話
手
法
に
時
問
的
測
定
を
適
用
せ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
め
に
種
々
苦
心
の
結
果
一
の
装
置
を
案
出
し
π
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
次
に
之
を
説
既
し
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
實
験
に
使
用
せ
ら
れ
π
る
器
械
申
最
竜
主
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
竜
の
は
前
述
の
乱
髪
で
あ
っ
．
て
其
構
造
は
大
略
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
圖
に
示
す
如
く
で
あ
る
。
A
8
は
主
要
桿
で
C
D
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
F
は
側
部
桿
G
は
三
年
軸
E
J
は
李
行
軸
皿
箇
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
は
机
面
Q
・
B
・
S
は
重
景
皿
、
V
称
は
桿
W
は
指
針
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
棍
a
は
枕
b
は
螺
旋
e
・
Z
・
K
L
・
巡
は
支
柱
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
Q
上
に
標
準
重
量
を
載
せ
盈
・
S
上
に
美
々
同
じ
比

　
　
　
　
識
懸
…
作
用
の
非
糀
霧
幾
に
…
翻
・
ず
ろ
曾
ハ
瞼
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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暫
學
研
究
　
第
二
，
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
　
　

弩

較
重
量
を
載
せ
被
験
者
若
し
實
験
す
べ
き
野
里
部
分
を
a
上
に
置
く
と
き
は
此
慶
化
重
量
は
土

下
相
李
均
し
て
何
等
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
唯
標
準
重
量
を
以
て
身
膿
部
分
を
歴
し
居
る
に
過
望

臓
。
然
る
に
C
D
桿
を
動
か
し
て
R
上
の
重
量
を
除
く
と
き
は
S
上
の
重
量
を
以
て
8
織
を
下

に
署
し
從
り
て
A
織
で
は
重
量
其
丈
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
。
之
に
反
し
E
F
桿
を
動
か
し
S

上
の
重
量
を
と
る
と
き
は
其
丈
重
量
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
」
　
　
　
’
志

此
の
如
く
・
し
て
被
駒
者
を
し
て
其
野
際
減
少
を
鋼
断
せ
し
め

之
に
よ
φ
て
識
別
性
を
研
究
す
る
こ
と
が
出
※
る
。
吾
人
は

吾
人
ρ
目
的
に
よ
う
別
に
V
肌
の
尖
端
に
早
早
を
附
着
せ
し
■

あ
だ
。
歴
衡
に
次
い
で
重
要
な
る
は
時
間
記
載
器
と
督
聲
反

慮
鍵
と
で
あ
る
。
先
づ
時
間
記
載
器
は
第
二
圖
に
示
す
如
く

垂
の
一
方
に
は
螺
旋
に
よ
り
支
柱
S
が
前
後
に
動
く
こ
と
が

出
国
其
支
柱
の
上
に
　
三
叉
前
が
置
か
れ
る
や
う
に
な
っ
て
居

る
。
而
し
て
此
電
磁
附
昔
叉
は
一
秒
の
振
動
敏
百
回
で
あ
る
。

今
圓
筒
D
の
面
上
に
煤
紙
を
巻
き
之
を
電
力
を
以
て
廻
号
せ

し
め
一
方
噛
に
亦
電
力
を
以
て
就
を
振
動
せ
し
め
其
尖
端
P
を

　　圃二第
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D
面
上
に
要
れ
し
め
つ
＼
把
手
E
を
握
ム
之
を
廻
轄
し
て
前
方
に
適
當
に
進
む
る
と
き
は
D
面

上
に
は
一
這
の
波
線
が
生
ず
る
。
而
し
て
就
の
振
動
歎
は
囚
秒
百
回
で
あ
る
か
ら
其
｝
波
は
一

秒
の
百
分
の
囑
に
當
る
。
更
に
一
波
を
目
命
量
で
十
に
分
け
得
る
こ
と
容
易
な
る
を
以
て
之
で

一
秒
の
千
分
の
一
管
測
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
賢
君
問
の
経
過
は
符
丁
籔
を
数
ふ
る
こ
と
に

　　　
　
㌦
　
　
　
｝
憶
。

　
　
、

　
　
、購

⇔
、

」
辱

　
　
　
　
戸
U

一函

問
に
電
流
を
通
ず
れ
ば
m
は
磁
氣
を
帯
び
P
を
引
付
け
る
。

は
電
流
は
切
れ
P
は
下
ム
傑
に
接
鯛
黙
る
様
に
な
る
。

を
輿
ふ
る
ζ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
前
記
の
歴
衡
（
D
）
時
聞
記
載
器
徳
〉
書
聲
反
髄
膜
熟
S
）
電
磁
附
音
叉
（
部
）
の
外
本
殿
験
に
使
用
せ
る
器

　
　
　
　
識
圃
作
用
の
非
相
講
性
に
團
す
る
蜜
験
酌
研
究
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2

度
合
す
る
漏
斗
・
田
が
附
い
て
居
る
。
叉
一
方
に
迦

は
コ
イ
ル
で
P
は
金
屡
板
で
あ
る
。
今
m
・
r
・
s
の

　
　
　
　
　
　
然
る
に
閨
事
に
晋
聲
を
途
る
と
き

　
　
　
　
邸
此
P
と
儀
と
の
壁
画
に
よ
参
或
轄
機
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哲
學
研
究
　
　
第
二
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

械
及
附
離
郷
は
数
の
如
く
で
あ
る
。
帥
威
縢
ロ
イ
㌧
ル
（
芝
）
抵
抗
ラ
ン
プ
（
轟
）
電
流
調
節
器
（
K
」
電
流
接

績
器
（
瓦
翫
）
電
流
調
整
器
（
皿
）
蓬
力
憂
化
器
（
田
）
電
流
抵
抗
器
（
W
）
接
績
鍵
（
馬
編
三
ヂ
ソ
ン
電
泓
（
琉
ら
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
其
他
爾
室
の
間
に
合
圏

　　

@　

@　

@　

　
　
　
　
鶏
…
，
…
覧
一
、
ー
ー
ー
ー
，

．
漁
、

虹＝三｝
口＝＝＝＝＝＝ニヲ

　
ヨ

　
コ　

r
ー
ー

　
　
園 1”｝Lll“s．一，一

匹⊂二二1
　　

@
　
門
「
…
。
跡
」
晦
は
簸
の
目
的
に
從
ひ
第

　
　
農
　
　
　
　
鷺
は
塾
實
験
者
乳
は
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
實
鹸
者
の
位
置
を
示
し
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ま

て
居
る
。
　
叉
E
S
口
は
百
十
ボ
ル
ト
四
ア
ン
ペ
B
ア
の
電
流
で
あ
る
。

　
墨
髭
装
置
の
關
係
を
簡
約
に
述
ぶ
れ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
。
即
肌
．
が
D
に
於
け
る
重
量
を
麺

化
せ
し
む
る
と
き
は
D
．
斑
．
1
．
乃
．
興
野
撃
っ
て
工
。
謡
．
曲
の
問
の
電
流
が
断
絶
す
る
か
ら
し
て
前
の

尖
端
と
曲
と
の
聞
に
電
氣
の
火
花
を
生
ず
る
。
然
る
に
B
が
其
重
量
の
攣
化
に
回
し
判
断
し
登

言
す
れ
ば
§
晶
L
i
輝
輝
っ
て
又
・
．
謡
．
曲
の
問
の
電
流
が
接
草
す
る
か
ら
帥
の
尖
端
と
曲
と

の
問
に
電
氣
の
火
花
を
生
ず
る
。
勿
論
其
の
問
K
．
を
接
す
る
こ
と
に
よ
ウ
S
単
解
W
の
問
に
電

流
流
れ
又
潟
に
よ
ウ
皿
は
動
き
從
っ
て
血
は
廻
轄
し
つ
、
あ
ウ
。
別
に
古
塁
の
必
要
な
る
と
き

は
K
、
を
押
す
こ
と
に
よ
ゆ
Z
の
針
を
動
か
し
以
て
之
を
既
に
徳
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
以
上
の
装
置
に
よ
う
て
實
験
を
施
行
せ
る
が
其
方
法
は
大
略
次
の
如
く
で
あ
．
る
。
　
先
づ
被
験

者
を
し
て
厘
衡
に
写
し
昔
聲
反
去
勢
の
漏
斗
の
口
に
面
し
て
坐
せ
し
め
右
手
の
食
指
の
先
の
内

面
を
躍
層
の
枕
の
上
に
上
方
を
向
け
て
置
か
し
あ
此
の
如
く
し
て
眼
を
閉
ぢ
成
る
べ
く
安
艀
、
菰

ら
し
む
る
。
是
に
於
て
第
一
實
験
者
は
標
準
重
量
と
墾
化
重
量
と
を
夫
々
載
せ
暫
く
し
て
合
圏

の
鍵
を
押
す
と
同
時
に
用
意
の
掛
帯
を
な
し
其
よ
う
約
孚
秒
を
脛
て
重
量
を
獲
化
せ
し
む
る
。

之
に
よ
蚕
被
験
者
は
無
断
を
な
し
π
る
後
『
重
い
』
『
喰
い
』
叉
は
『
解
ら
撮
』
と
登
言
す
る
。
か
く

て
暫
く
休
み
叉
．
同
様
の
こ
と
を
繰
返
す
。
　
一
方
に
予
て
第
二
實
験
老
は
別
室
に
時
間
記
載
器
の

　
　
　
　
餓
瑚
作
用
の
罪
粗
…
鷺
榊
繰
伸
に
陥
脚
す
る
鰹
ハ
劇
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
三
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哲
學
研
究
　
第
二
＋
八
號
　
．
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

側
に
あ
ウ
合
圖
を
見
る
・
と
同
時
に
把
手
を
進
あ
第
二
の
‘
火
花
の
生
じ
だ
る
を
見
泥
る
と
き
之
を

停
め
此
の
如
き
こ
と
を
繰
返
す
。
此
こ
と
は
増
加
減
少
各
に
つ
き
約
十
五
回
爾
者
合
し
て
三
十

回
繰
返
し
て
止
む
の
で
あ
る
。
鼓
に
一
役
験
は
遇
う
、
時
問
記
載
暴
の
高
女
に
捲
付
た
る
紙
を
と

蚤
セ
ル
ラ
ッ
ク
臨
書
に
浸
し
、
後
事
を
乾
か
す
の
で
あ
る
。
此
第
一
實
験
者
に
は
自
ら
之
に
當
つ

た
か
、
第
二
實
験
者
に
は
他
の
二
人
を
煩
は
し
た
。
．
被
験
者
と
し
て
は
凡
て
四
人
で
京
都
帝
國
大

學
越
生
で
あ
う
其
中
一
人
は
心
理
學
專
攻
二
人
は
專
攻
に
あ
ら
ぎ
る
竜
實
験
に
興
味
を
有
し
他

の
、
一
人
は
全
く
上
述
の
如
き
關
係
な
き
者
で
あ
っ
た
。
實
駿
の
場
所
は
京
都
帝
國
大
抵
心
理
學

實
鹸
揚
内
音
響
室
並
に
防
雨
室
で
あ
ウ
、
時
日
は
明
治
四
十
四
年
十
月
よ
釦
大
正
元
年
十
月
に
至

る
一
箇
年
に
亙
う
直
面
は
多
く
は
零
時
と
午
後
三
時
と
の
問
に
施
行
せ
る
が
午
前
の
も
あ
る
、
若

も
午
前
な
れ
ば
九
時
間
十
一
時
と
の
問
に
之
を
實
施
し
π
。
叉
氣
温
と
前
歴
と
を
顧
慮
す
る
必

要
あ
ウ
乏
思
ひ
成
る
べ
く
天
候
不
良
の
と
き
は
之
を
除
い
た
の
で
あ
る
が
大
約
氣
温
は
六
乃
至

七
度
か
ち
十
五
乃
至
十
八
度
の
聞
に
煮
て
施
行
せ
る
が
晴
に
五
度
叉
は
二
十
度
を
越
し
た
こ
と

竜
な
・
い
で
は
な
い
ρ
ヌ
氣
塵
は
・
凡
七
百
五
十
乃
至
七
百
七
十
ミ
リ
メ
B
｝
ル
の
聞
を
上
下
し
て

居
つ
π
。

～
前
述
の
装
置
及
方
法
に
よ
参
各
種
の
標
準
重
訳
及
各
種
の
鍵
化
重
量
に
、
於
け
る
識
洌
三
思
を



轍

測
定
し
π
の
で
あ
る
が
先
づ
標
準
重
量
は
三
五
琵
五
十
琵
百
琵
二
百
琵
の
四
種
を
用
ゐ
鍵
他
重

量
は
各
標
準
重
量
に
つ
き
五
分
一
、
十
分
一
、
廿
分
一
、
四
十
分
剛
の
四
種
を
用
み
だ
の
で
あ
る
。
今

其
種
類
を
表
出
す
れ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
。

落
bこ）　　ド 慕
O　　　o　　　◎マ　　b3
O　　　0　　　0　　　◎竃

鱒諦瀞

A『讐
』
、

霧
偲
》

隣　　　bこ》　　←繭

o　　　o　　o　　　（諏 日
9　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

潤@　　o　　　o　　　o 〉

卜ε　　　ト己
9　　9　　（：タ　ド。　　o　　o　　（諏 く

δ

一
O　　　Qて　　L｛〉　　卜晶
幽　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　・ 回
。　　　o　　◎τ　　bつ ＼◎て 8

◎マ　　赴9　　H　　　O 一
り　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　0

O　　　◎τ　　bξ）　　⑦ ト
・qη　　　ba o

α

870

帥
十
六
種
の
組
合
せ
が
出
漏
る
。
か
く
て
各
實
験
に
就
き
増
加
及
減
少
各
揚
合
を
分
ち
其
識
朋

時
間
・
蓋
然
錯
誤
・
正
當
判
断
の
度
数
君
長
断
の
精
度
を
計
出
し
禿
結
果
は
第
一
表
乃
至
第
四
表
め

如
く
で
あ
る
。
表
に
於
て
r
五
は
正
當
到
断
の
度
歎
に
し
て
百
分
比
を
以
て
表
は
し
、
七
は
鋼
漸

の
精
度
を
示
し
フ
エ
ヒ
ネ
ア
の
方
法
に
よ
う
て
算
出
し
π
竜
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

　
　
　
　
譲
別
作
用
の
非
相
穗
性
に
闘
す
る
實
瞼
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
五
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吾
人
の
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
同
じ
割
合
の
重
量
の
良
化
な
る
と
き
は
増
加
の
重
合
が
常
に

減
少
の
揚
言
よ
う
寸
時
問
が
短
、
小
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
如
き
關
係
は
何
れ
の
揚

馬
を
問
は
ず
必
ず
存
し
一
の
例
外
を
見
な
い
の
は
實
に
翻
し
い
こ
と
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
風
。

次
に
蓋
然
錯
誤
に
つ
き
て
竜
一
二
例
外
を
除
け
ば
亦
重
三
増
加
の
言
合
は
減
少
の
二
合
に
比
し
、

其
時
聞
の
串
入
少
く
帥
勃
断
正
確
な
る
こ
と
が
明
か
に
看
取
さ
れ
る
。
勿
論
多
少
の
例
外
あ
る

け
れ
ど
も
乙
れ
は
託
種
の
實
駒
に
は
免
る
べ
か
ら
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
二
番
な
る
判
騎
を

な
し
π
る
回
歎
の
關
係
よ
ウ
見
る
竜
、
亦
例
外
な
し
に
明
か
に
如
上
の
關
係
存
す
る
ε
を
示
し
て

居
る
。
即
ち
吾
人
の
問
題
と
せ
る
歴
畳
に
於
け
る
識
別
作
用
の
非
相
繕
性
は
識
圃
時
間
・
蓋
然
錯

誤
・
正
當
判
断
の
度
歎
及
到
漸
の
精
度
何
れ
の
方
面
よ
う
見
る
も
明
か
で
あ
る
。
從
來
の
研
究
中

に
多
少
其
傾
向
の
認
め
ち
れ
て
居
つ
控
此
瀾
係
は
本
三
思
の
結
果
に
よ
も
確
立
せ
ら
れ
卑
と
云

　
　
　
　
欝
凹
溺
作
用
の
罪
霜
離
…
性
に
㎜
繭
ナ
る
｛
翼
験
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
施
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哲
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第
二
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

ふ
こ
と
が
出
來
る
。
然
る
に
鮫
に
な
ほ
注
意
す
べ
き
は
以
上
の
結
果
に
現
は
れ
だ
る
識
刎
の
時

間
な
る
竜
の
は
實
は
純
粋
な
る
識
m
別
の
時
聞
で
な
い
と
愛
ふ
こ
と
で
あ
る
。
二
二
結
果
に
現
は

れ
て
居
る
時
問
申
に
は
簡
羅
な
る
反
二
二
が
包
含
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
嚴
密
な
る
意

味
に
於
け
る
識
珊
時
聞
を
求
む
る
に
は
碧
羅
聞
か
ら
二
軍
反
鷹
時
を
減
じ
な
け
れ
ば
な
ら
繊
。

併
し
簡
軍
三
鷹
罪
な
る
竜
の
は
同
一
條
件
の
下
に
あ
う
て
は
割
合
に
常
恒
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と

は
許
し
て
差
支
な
い
か
ら
以
上
の
結
果
は
溢
と
ひ
縄
甥
的
の
識
別
時
間
と
愛
す
る
こ
と
が
出
家

ぬ
に
し
て
竜
、
野
芝
件
の
下
に
あ
う
て
は
之
を
以
て
識
別
の
難
易
を
示
す
指
標
と
見
る
こ
と
が
出

奈
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
即
平
入
が
乙
甲
時
間
と
云
ふ
の
は
嚴
密
に
は
識
別
反
鷹
時
間
と
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

べ
き
で
あ
る
が
便
宜
上
識
甥
時
聞
と
云
ふ
に
過
ぎ
綴
。

　
更
に
進
み
で
考
ふ
る
に
上
述
の
識
男
時
閲
は
前
述
の
如
く
地
回
か
の
挙
均
値
で
あ
る
が
、
此
の

如
き
意
識
現
象
に
与
す
る
實
験
は
控
と
ひ
其
條
件
を
同
じ
く
す
る
竜
吾
入
の
豫
期
せ
ざ
る
叉
は

悉
知
せ
ざ
る
無
数
の
事
愛
』
旧
即
科
學
的
に
は
事
々
の
原
因
あ
ら
ん
竜
常
識
的
に
は
恰
か
竜
偶
然
の

影
響
と
見
ゆ
る
種
々
の
事
獲
の
だ
め
に
噌
々
の
時
間
を
槍
す
る
と
き
は
或
は
遙
か
に
大
な
る
時

問
を
費
し
或
は
極
あ
て
小
な
る
時
問
を
要
す
る
に
過
ぎ
滋
こ
と
が
あ
る
。
其
れ
故
に
唯
軍
，
に
其

李
均
値
の
み
を
以
て
表
は
す
≧
と
は
結
果
の
大
要
を
通
覧
す
る
に
便
で
あ
る
が
、
其
に
よ
参
て
實



際
の
妖
態
を
知
る
乙
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
σ
之
が
π
め
に
は
吾
人
は
分
配
曲
線
叉
は
頻
歎

曲
線
を
作
る
に
あ
る
。
こ
は
時
間
を
横
軸
に
と
♪
其
時
間
に
懸
ず
る
識
別
反
鷹
の
回
撒
を
縦
軸
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sso

に
と
多
其
分
配
の
歌
態
を
見
る
に
あ
る
。
即
心
入
は
之
に
よ
互
て
前
述
の
關
係
を
一
期
直
接
且

明
瞭
に
認
知
す
る
こ
と
が
出
隅
る
。
第
五
圖
乃
至
第
八
圖
は
印
雨
掲
の
四
人
の
被
駆
者
の
場
合

の
識
溺
時
間
を
分
配
曲
線
に
て
表
は
し
π
る
蕗
の
で
あ
る
。
圖
申
實
線
は
重
量
増
加
の
揚
合
に

し
ぞ
織
線
は
減
少
の
揚
合
で
あ
る
。

　
所
謂
偶
然
酌
事
情
に
よ
歩
支
配
せ
ら
れ
蓋
然
的
性
質
を
有
す
る
と
き
は
此
分
配
曲
線
は
左
右

相
裕
的
な
る
甲
形
を
な
す
竜
、
或
特
殊
の
事
情
の
存
す
る
と
き
は
椀
等
か
の
国
勢
を
生
ず
る
。
今

識
溺
時
聞
に
機
甲
し
て
蓉
ふ
る
に
若
し
興
断
正
確
に
し
て
百
磯
百
中
の
．
状
況
に
あ
る
と
き
は
、
其

際
の
分
配
曲
線
は
高
さ
を
増
し
早
早
ま
ム
卑
し
て
左
方
に
寄
る
べ
く
共
極
限
の
揚
合
し
に
は
縦
軸

に
近
く
に
至
う
、
之
に
反
し
判
蹴
不
正
確
な
る
揚
合
に
は
分
配
曲
線
は
高
さ
を
減
じ
幅
廣
ま
り
而

し
て
右
方
に
寄
算
奨
極
限
の
揚
舎
に
は
横
軸
に
近
く
に
棄
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
叉
到
麟
の
割

合
に
不
正
確
な
る
竜
の
に
あ
う
て
は
曲
線
の
頂
顯
は
扁
翻
に
北
ら
ず
、
二
個
或
は
こ
個
以
上
に
及

ぶ
こ
と
あ
る
が
、
こ
は
到
簸
の
困
難
な
る
に
つ
れ
て
標
準
圃
糊
せ
ざ
る
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
殊

に
野
飼
個
の
頂
織
の
精
麦
は
遙
か
に
短
小
な
る
疇
問
に
於
て
現
は
る
嵐
芝
あ
多
、
こ
は
朋
か
に
俺

早
反
響
の
存
在
を
示
す
竜
の
と
児
る
乙
と
が
出
家
る
。
是
等
の
關
係
を
一
々
の
曲
線
に
照
し
て

考
察
す
る
乙
と
は
極
あ
て
興
野
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
鼓
に
は
喉
．
重
量
増
減
に
っ
き
如
侮
な
る
關

　
　
　
　
誰
瓢
…
作
用
の
非
翻
灘
…
殊
…
に
繭
…
す
る
｛
買
置
的
研
究
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係
を
現
は
し
つ
＼
あ
る
か
を
注
意
す
れ
ば
足
る
。
此
織
よ
う

見
歴
畳
に
於
け
る
識
溺
作
用
の
非
相
胃
性
の
極
あ
て
明
確
に

幽
來
る
の
で
あ
る
。
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